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グレーダ及びロード･スタビライザの燃料ポンプにおいて、チェックバルブを組付けるねじ部の設計検討が不十分なため、強度が不足して

いるものがある。そのため、チェックバルブを組付けた際にねじ部に亀裂が生じたものがあり、最悪の場合、燃料が漏れるおそれがある。 

 

 

改善措置の内容：全車両、燃料ポンプを対策品に交換する。 

 識別：燃料ポンプハウジング側面に記載の製造日刻印で識別する。 
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注： は、交換部品を示す。
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